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分かる楽しい授業
個に応じた学習指導の
充実
《やる気いっぱい》

2

人権尊重教育を基盤と
した教育稼働の推進
《笑顔いっぱい》

学校番号 学　校　名 校　長　名

令和7年度　〔 自己評価報告書 〕 9 川崎市立渡田小学校 仙田　清孝

学 校 教 育 目 標 今年度の重点目標

○目標に向かい、自分で考え進んで行動する子　《やる気いっぱい》
○思いやりのある豊かな心で接することができる子　《笑顔いっぱい》
○自分を振り返り、明るく健康な生活をおくれる子　《元気いっぱい》

○児童が学ぶことを楽しいと感じることができる授業づくり
○読書をはじめとした児童の言葉の力を高める教育活動の充実
○学校が児童が安心して過ごすことができる場所になるための取り組みの推進
○役所、保護者、地域と連携した学校の防災力の向上とその実践的な避難訓練の実施

評 価 項 目 具 体 的 な 取 組 成 果 と 課 題 具 体 的 な 改 善 策

・算数科の授業研究を中心に、児童が協働的
な学習を通して、「なるほど」と理解を深め
られる学習をめざし、課題設定や学習活動に
着目した授業実践を積み重ねるとともに、教
員の汎用的な授業力の向上を図った。

・児童が自分事として学習に臨める課題の設
定、友達との交流を通して学びを深めていけ
る学習活動などをどの教科でも取り入れるこ
とで、主体的に学習に取り組む姿が見られ
た。既習の学習を生かせるよう学習内容の定
着を図っていきたい。

・児童の分かりたい、考えたいという思いを
引き出し、主体的に学習できる授業づくりを
行う。友達との協働的な活動を通して、学び
を深めていく学習環境を築いていく。短時間
学習を活用し、学習内容の定着を図る。

・保護者や地域のボランティアによる読み聞
かせに加え、教員が担任以外の児童に読み聞
かせを行った。週に1回、朝の時間に読書する
時間を設け、全校で取り組んだ。GIGA端末を
活用したデジタル図書を導入し、児童がたく
さんの本に触れられるようにした。

・ボランティアによる読み聞かせは、児童が
絵本や物語の世界を楽しみ、興味関心を広げ
る機会となった。デジタル図書の導入や図書
室の整備など読書しやすい環境づくりを行
い、高学年の国語や社会などの調べ学習では
効果的に活用できた。読書する機会は、学年
が上がるにしたがって少なくなっている。

・国語の学習における読書単元を活用し、児
童が読書の楽しさやよさを感じられるように
していく。本をより身近に感じすぐ手に取れ
る環境とともに、落ち着いて読書できる時間
を作っていく。

・共生共育プログラムを計画的に行い、児童
の社会性を育んだり、SOSの出し方や受け止
め方を学んだりする活動を通して、誰もが安
心して過ごすことができる学校づくりを行っ
た。合わせて効果測定を定期的に行い、各学
級の状況や児童一人一人の問題などを把握
し、児童に寄り添って指導した。

・効果測定の見取り方について職員研修を行
い、各学級や児童の状況をより丁寧に把握で
きるよう教員のスキルアップを図ることがで
きた。効果測定の結果を生かして学級経営や
児童指導を行うことで、児童同士がよりよい
関係を築き、楽しい学校生活を送ることがで
きている。

・共生共育プログラムを計画的に行ってい
き、児童の社会性を育むとともに、安心して
自分らしく生活できる場としての学校になる
よう、児童との関係づくりや環境づくりを教
職員が積極的に行っていく。

・児童一人一人の教育的ニーズを把握し、個
に応じた入り込み支援や別室での取り出し支
援など複数の目で見守る体制作りを行った。

・支援教育Co.を中心に各担任と連携を図り、
児童の状況把握を行い、個に応じた支援を行
うことができ、支援の必要な児童も安心して
学習に取り組めた。保護者の理解を得て、複
数の教職員で体制をつくり児童を見守ること
ができた。

・担任が見取ったことを教員間でしっかりと
情報共有を行う。支援教育Co.を中心とした支
援体制を確保し、入り込みや取り出しなど個
に応じた支援をしていく。



評 価 項 目 具 体 的 な 取 組 成 果 と 課 題 具 体 的 な 改 善 策

3

家庭や地域との連携・
協力により明るく健康
な生活を目指す
《元気いっぱい》

4

業務改善による教職員
の負担軽減

・地震や火災、津波などさまざまな災害の想
定に加え、学習中や休み時間などの場面も想
定した避難訓練を実施した。児童自らが自分
を守れる行動について指導した。

・今年度もさまざまな状況を想定した訓練を
立案、実施できた。状況に応じた避難経路の
理解に加え、防火扉を通る体験や津波発生時
の垂直避難など多様な避難方法を経験させる
ことができた。休み時間の訓練では、校内に
取り残されることなく子供たち全員が落ち着
いて避難できた。不審者対応訓練も実施した
が、校内の複数の場所で起きたときの連絡体
制に課題が残った。

・定期的な避難訓練を通して、地震や火災に
おける多様な状況に対応できる力を育んでい
く。緊急時の連絡体制を見直し、訓練を通し
て確実に行えるようにする。近年では、豪雨
や雷などが増えているので、その場合の対応
などを校内で検討し、保護者に周知してい
く。

・学校における児童の生活や学習活動などを
学校ホームページを通してこまめに情報発信
した。学校・学年だよりなど学校からの配付
物をデータ化して掲載し、保護者がいつでも
見られるようにした。

・配信メールや学校ホームページを通して、
学校からお知らせしたり、配付物を掲載した
りとDX化を進めることができた。学校ホーム
ページへのアクセス数は昨年度を上回ってい
る。

・地域に開かれた学校に向けて、学校での教
育活動の様子に加え、活動のねらいを理解し
ていただけるような情報発信を行い、児童の
健やかな成長を支えるパートナーに学校と家
庭がなれるようにする。

・体を動かすことの楽しさを味わうとともに
体力向上をめざし、楽しい体育学習の充実を
図った。体育委員会の企画による「キラキラ
タイム」を実施することで、運動に親しむ機
会を設けた。

・朝や休み時間には多くの子供たちが元気に
遊ぶ姿が見られる。児童の中には、休み時間
を室内で過ごすのが好きだったり、体を動か
すのが苦手だったりする子が見られる。

・体育学習を通して、体を動かす楽しさや心
地よさを実感できるようにしていく。体育委
員会でもキラキラタイムを計画し、体を動か
す機会や仲間づくりをしていく。

学 校 関 係 者 の評 価 学校運営のまとめ

・今年度の取り組みに対して、学校教育アンケートの結果から子供たちが
楽しく学校生活を送ったり、学習したりできていると理解していただい
た。デジタルフォームによる回答のため、回収率も高いと評価いただい
た。
・デジタル図書をはじめとするICTの活用については、手書きや本など従
来の活動のよさもあるので、それぞれのよさを生かしながら活用してほし
いとのご意見をいただいた。また、GIGA端末の活用などこれからの学習
では、得た知識をどう使うかやどう表現するかなど考える力を育成してい
くことを大切にしてほしいとのご意見をいただいた。
・今年度、授業に参加したり、子供たちと関わったりする機会が多くあっ
た。それにより教職員とも触れ合う機会が増え、先生方それぞれのよさを
知ることができた。教職員とコミュニケーションを図ることの大切さを感
じた。

・学校教育目標をキーワード化した「やる気いっぱい・笑顔いっぱい・元気いっぱい」な学校
を目指して教職員が児童とともに取り組んできた。学校評価アンケートの結果からも今年度の
取り組みが、３つのキーワードに確実につながってきていると考える。学習に加え、学校生
活、友人関係などにおいて多くの児童が「楽しい」など肯定的に捉えている。これからも児童
のやる気を大切にし、達成感や充実感を味わえる学習や学校生活になるように取り組んでいき
たい。そのためにも教職員の業務改善をさらに進め、教員が授業づくりに取り組める十分な時
間や児童とゆっくり関われる時間の確保をしていきたい。
・地域や行政の方々の協力を得ながら学習を進めることができた。児童が生活する場として地
域の方々が温かく見守ってくださっている。引き続き、コミュニティ・スクールとしてのよさ
を生かし、地域と連携した学校運営をしていく。

・授業時間の見直しを図り、金曜日を5時間と
することや教科担任制を取り入れることで、
教員が授業準備する時間を確保し、分かる授
業づくりに取り組んだ。学校教育説明会など
を動画配信するなど学校業務のDX化を進め
た。

・児童下校後の時間を増やしたり、使い方を
見直したりして生み出された時間は、授業準
備や成果物の確認などに使い、分かる授業づ
くりに活用することできた。引き続き、学校
業務においてICTを活用できるところを探って
いきたい。

・1日の流れが分かりやすいよう曜日による授
業開始時間の変化を少なくした日課表にして
いく。行事予定をGIGA端末で管理し、一元化
を図る。


